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「
曙
の
雨
」

し
ろ
〴
〵
と

　
き
だ
は
し
濡
れ
て
居
た
り
け
り
。

　
　
身
延
の
や
ま
の
あ
け
ぼ
のゝ

　
　
　
雨

『
倭
を
ぐ
な
』

釈
　
迢
空
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学
校
法
人
国
学
院
大
学
は
５
月
１

日
午
前
11
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

神
殿
で
96
回
目
と
な
る
神
殿
鎮
座
記
念

祭（
斎
主
＝
星
野
光
樹
・
神
道
文
化
学

部
准
教
授
、神
殿
奉
斎
員
）を
斎
行
し
、

佐
栁
正
三
理
事
長
、針
本
正
行
学
長
を

は
じ
め
法
人
傘
下
諸
学
校
の
役
教
職

員
、学
生
ら
が
参
列
し
た
。

　
祭
典
は
、斎
主
、教
職
員
の
祭
儀
員
、

瑞
玉
会
学
生
が
祭
員
と
し
て
奉
仕
し
、

同
会
学
生
に
よ
る
浦
安
の
舞
も
奉
納
さ

れ
た
。

　

祭
典
後
に
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
直
会
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

佐
栁
理
事
長
は
1
2
0
周
年
の
事
業
で

あ
っ
た
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
を
振
り

返
り
、「
再
開
発
で
は
、全
て
の
人
に
開

か
れ
た
安
全
・
安
心
で
明
る
い
キ
ャ
ン
パ

ス
づ
く
り
を
目
指
し
た
。
そ
の
中
心
と

な
っ
た
神
殿
が
、こ
れ
か
ら
も
学
生
・
教

職
員
の
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り

続
け
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

4
月
上
旬
、宇
宙
開
発
の
歴
史
に
新
た
な
一
頁

が
刻
ま
れ
た
。
4
人
の
宇
宙
飛
行
士
が
、人
類
史

上
最
も
遠
い
宇
宙
空
間
へ
と
到
達
し
た
の
で
あ

る
。
米
国
が
主
導
す
る
月
探
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
」は
、欧
州
宇
宙
機
関
や
カ

ナ
ダ
宇
宙
庁
、日
本
の
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
J
A
X
A
）も
参
加
す
る
国
際
的
な
挑
戦
だ
▼

し
か
し
、こ
の
成
果
の
陰
に
は
幾
度
も
の
挫
折
が

あ
っ
た
。
新
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ

ル
、宇
宙
船
の
再
突
入
シ
ー
ル
ド
の
不
具
合
、度

重
な
る
計
画
変
更
な
ど
、時
に
は
中
止
の
声
す
ら

上
が
っ
た
。
そ
の
度
に
、エ
ン
ジ
ニ
ア
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
問
題
を
一
つ
ず
つ
洗

い
出
し
、解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
出
し
て
き
た
。

国
籍
も
立
場
も
異
な
る
人
々
が
知
恵
を
寄
せ
合

い
、今
回
の
偉
業
へ
と
つ
な
げ
た
こ
と
を
思
う
と
、

人
間
の
底
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
▼
と
は
い
え
、ア

ル
テ
ミ
ス
計
画
は
ま
だ
道
半
ば
だ
。
来
年
に
は
、

地
球
低
軌
道
上
で
宇
宙
船
と
月
着
陸
船
の
ラ
ン

デ
ブ
ー
や
ド
ッ
キ
ン
グ
を
試
す
技
術
実
証
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
再
来
年
に

は
、半
世
紀
ぶ
り
と
な
る
有
人
の
月
面
着
陸
に
挑

む
。
無
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
、有
人
飛
行
、

技
術
実
証
、そ
し
て
月
面
へ
、小
さ
な
成
功
を
積

み
重
ね
な
が
ら
、最
終
目
標
へ
と
確
実
に
歩
み
を

進
め
て
い
る
▼
華
や
か
な
成
果
に
目
を
奪
わ
れ

が
ち
な
宇
宙
開
発
だ
が
、そ
の
実
態
は
地
道
な
積

み
重
ね
の
連
続
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、私
た
ち

の
仕
事
や
学
び
に
も
重
な
る
。
ア
ル
テ
ミ
ス
Ⅱ
の

ニ
ュ
ー
ス
は
、目
の
前
に
あ
る
一
歩
を
大
切
に
す

る
こ
と
、そ
し
て
同
じ
目
標
に
向
か
う
仲
間
と
い

う
存
在
の
心
強
さ
を
静
か
に
教
え
て
く
れ
る
。

み
は
る
か
す
も
の

　

令
和
4（
2
0
2
2
）年
の
開
設
以
来
、観

光
ま
ち
づ
く
り
学
部
を
け
ん
引
し
て
き
た
西

村
幸
夫
前
学
部
長
に
代
わ
り
、4
月
か
ら
新

学
部
長
に
就
任
し
た
梅
川
智
也
教
授
。「
西

村
先
生
の
意
思
を
大
切
に
継
承
し
な
が
ら
、

学
部
の
歩
み
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
学

部
は
、観
光
を
一
過
性
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
で

は
な
く
、地
域
の
未
来
を
構
想
す
る
営
み
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
と
い
う
。

　

梅
川
学
部
長
は
、地
域
の
宝
や
資
源
に
目

を
向
け
、そ
の
個
性
を
生
か
し
て
未
来
を
構

想
す
る
、そ
う
し
た
個
性
創
造
型
の
学
び
を

重
視
す
る
姿
勢
を
示
す
。
日
本
全
国
に
同
学

部
の
院
友（
卒
業
生
）の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広

が
れ
ば
、「
日
本
の
地
方
は
も
っ
と
魅
力
あ
る

地
域
に
な
る
は
ず
」
と
未
来
を
見
据
え
た
。

4
面
に
続
く

聞聞くく
学部長学部長にに

新新任任

「
個
性
創
造
型
」の

　
　

人
材
を
育
て
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

学
部
長
・
梅
川
智
也

学
部
長
・
梅
川
智
也

神殿鎮座記念祭を斎行　
「
岩
手
県
大
槌
町
の
林
野
火
災
」に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
学
生
や
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、被
災
地
の
皆
さ
ま
の
生
活
が
一
日

も
早
く
平
常
に
復
す
る
よ
う
、心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
8
年
5
月
20
日　
国
学
院
大
学

「
岩
手
県
大
槌
町
の
林
野
火
災
」で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
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◆
企
画
展「
和
の
硯
‒
S
U
Z
U
R
I
‒
」

　

国
学
院
大
学
博
物
館
で
３
月
７
日
か
ら
５
月

10
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
企
画
展「
和
の
硯

‒
S
U
Z
U
R
I
‒
」。
故
佐
野
光
一
教
授
が
収

集
し
た
１
５
０
０
面
に
及
ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
か
ら
、近
世
以
降
現
代
ま
で
に
国
内
で
制
作

さ
れ
た
２
０
０
面
も
の
和
硯
が
展
示
さ
れ
た
。

平
安
時
代
か
ら
伝
わ
る
と
さ
れ
る
金
櫻
神
社

（
山
梨
県
甲
府
市
）所
蔵
の「
猿え

ん

面め
ん

硯け
ん

」＝
写
真
左

＝
と
、こ
の
硯
を
模
し
て
昭
和
5
年
に
同
県
の

硯
製
作
者
、雨
宮
靜
軒
氏
が
手
が
け
、故
佐
野
教

授
所
蔵
の
硯
が
並
べ
て
展
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、雨
宮
靜
軒
氏
の
孫
に
あ
た
る
硯
製
作

者
、雨
端
硯
本
舗
の
雨
宮
弥
太
郎
氏
に
よ
る
、原

石
か
ら
完
成
ま
で
７
段
階
の
硯
の
製
作
工
程
も

展
示
さ
れ
る
な
ど
、和
硯
の
奥
深
さ
が
伝
わ
る

企
画
展
と
な
っ
た
。

◆『
書
』体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

同
企
画
展
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「『
書
』

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
４
月
25
日
に
開
催

さ
れ
、約
20
人
が
参
加
し
た
＝
写
真
下
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、企
画
展
を
監

修
し
た
日
野
楠な

ん

雄ゆ
う

・
本
学
兼
任
講
師（
文
房
四
宝

研
究
）と
横
倉
佳
男
・
同
兼
任
講
師
を
招
い
て

行
わ
れ
、展
示
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
産
地
の
和
硯
を
使
っ
て
書
を
体
験
す
る
も

の
。
ま
ず
日
野
講
師
が
、硯
と
墨
に
つ
い
て
解

説
。
墨
は
硯
で
削
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、墨

を
す
る
こ
と
で
原
料
の
膠に

か
わ

が
溶
け
て
煤す
す

の
粒
子

が
ほ
ぐ
れ
、そ
れ
が
墨
液
と
な
っ
て
い
る
と
し
、

「
墨
を
す
る
の
は
繊
細
な
作
業
。
す
り
方
や
す
る

人
に
よ
っ
て
も
墨
の
仕
上
が
り
は
異
な
る
」と

説
明
し
た
。

　

続
い
て
、参
加
者
た
ち
は
産
地
や
材
質
、形
状

の
異
な
る
10
種
の
硯
そ
れ
ぞ
れ
を
使
っ
て
墨
を

す
り
、そ
の
す
り
心
地
を
比
較
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
が
す
っ
た
墨
と
、そ
の
墨
を
水
で
薄
め

た
墨
の
２
種
類
が
用
意
さ
れ
、参
加
者
た
ち
は

実
際
に
筆
を
と
り
、墨
の
濃
淡
や
、3
種
の
半
紙

に
書
い
た
際
の
滲に

じ

み
具
合
な
ど
を
比
べ
た
り
、

白
紙
の
う
ち
わ
へ
思
い
思
い
の
文
字
を
し
た
た

め
る
な
ど
し
て
楽
し
ん
だ
。
参
加
者
か
ら
は「
硯

ご
と
に
、墨
を
す
る
際
の
感
触
や
音
も
全
く
違

い
、そ
の
変
化
が
面
白
か
っ
た
」、「
今
回
体
験
し

た
10
種
以
外
に
も
、企
画
展
で
展
示
さ
れ
て
い

た
硯
で
墨
を
す
っ
て
み
た
ら
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
が
気
に
な
る
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
飛

び
交
い
、会
場
は
終
始
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　学校法人国学院大学（理事長・佐栁正三）と学校法
人花巻学院（理事長・小田島順造）は4月15日、相互
に協力し、双方の今後の発展に寄与することを目的に
包括的連携に関する協定を締結した。締結式は同日
に花巻東高等学校で行われ、佐栁理事長、小田島理
事長をはじめ、双方の関係者が出席した。
◆連携・協力事項▷国学院大学専任教員による学校
法人花巻学院への出張講義に関する事項▷学校法人
花巻学院に在籍する生徒の国学院大学講義の聴講と
単位認定に関する事項▷学校法人国学院大学傘下高
等学校の教員と学校法人花巻学院の教員との交流に
関する事項▷本協定に基づいた学生募集に関する事
項▷学校法人花巻学院の設置する高等学校における
国学院大学学生の教育実習、インターンシップの受け
入れ、及び教員採用に対する協力に関する事項▷その
他、両法人にとって有益な事項

学校法人花巻学院との包括連携協定
　

人
間
開
発
学
部
地
域
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
第
5
回 

B
l
o
o
m
i
n
g 

レ
ク
チ
ャ
ー
が
4
月

11
日
、た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
で
の

対
面
実
施
と
ラ
イ
ブ
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
で
開
催
さ
れ
、約
6
2
0
人
が
参
加
し

た
。
こ
の
催
し
は
「
達
人
か
ら
学
ぶ
人
間
開

発
～
自
分
を
拓
く
、未
来
を
拓
く
～
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
毎
年
春
に
開
催
し
て
お
り
、
今

回
は
女
性
の
た
め
の
統
合
ヘ
ル
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

「
イ
ー
ク
表
参
道
」
副
院
長
の
高
尾
美
穂
氏

を
講
師
に
迎
え
「
人
生
1
0
0
年
時
代
を
軽

や
か
に
生
き
る
た
め
に
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
た
＝
写
真
。

　

高
尾
氏
は
性
別
に
よ
る
身
体
的
差
異
が
、

け
が
や
病
気
の
発
症
リ
ス
ク
の
違
い
に
つ
な
が

る
こ
と
を
指
摘
。
と
り
わ
け
女
性
の
身
体
的

特
徴
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
に
は
「
予
防
医

学
」
の
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
女
性
の

社
会
進
出
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
出
産
・
育

児
・
介
護
・
治
療
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

と
仕
事
の
両
立
は
、女
性
個
人
の
問
題
で
は

な
く
「
社
会
全
体
の
課
題
」
で
あ
る
と
強
調

し
、「
女
性
が
何
か
を
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な

第
5
回
B
l
o
o
m
i
n
g
レ
ク
チ
ャ
ー

高
尾
美
穂
氏「
周
囲
の
人
に
も
頼
り
な
が
ら

　
　

    『
軽
や
か
に
生
き
る
』こ
と
が
大
切
」

博
物
館
企
画
展

故
佐
野
光
一
教
授
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示

く
、男
女
双
方
が
仕
事
と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
両
立
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
、こ
れ
か
ら
の
日
本
に
は
必
要
で
あ
る
」
と

語
っ
た
。

　

さ
ら
に
「
軽
や
か
に
生
き
る
」

た
め
に
は
、自
身
の
力
だ
け
で
は

な
く
、
他
者
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

異
な
る
世
代
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
、「
ど
う
に

か
な
る
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ

て
過
ご
す
こ
と
が
自
分
ら
し
く

生
き
る
鍵
に
な
る
と
述
べ
、講
演

を
締
め
く
く
っ
た
。

　

講
演
後
に
は
、
高
尾
氏
と
林

貢
一
郎
・
同
セ
ン
タ
ー
長（
人
間

開
発
学
部
教
授
）が
登
壇
し
、対

談
形
式
で
質
疑
応
答
の
時
間
が

設
け
ら
れ
た
。「
こ
れ
か
ら
の
人

生
の
楽
し
み
方
」
に
つ
い
て
質
問

を
受
け
た
高
尾
氏
は
「『
80
歳
に

な
っ
て
も
背
筋
を
伸
ば
し
て
歩
き

た
い
』な
ど
具
体
的
な
憧
れ
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
未

来
を
想
像
し
て
、
今
の
選
択
肢

を
選
び
取
っ
て
い
く
こ
と
が
、い

い
人
生
を
過
ご
す
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
講
演

終
了
後
に
は
抽
選
会
が
行
わ
れ
、当
選
者
に

は
高
尾
氏
の
サ
イ
ン
入
り
著
書
や
サ
イ
ン
色

紙
が
贈
ら
れ
た
。

　国学院大学（学長・針本正行）と鹿児島県熊毛郡南
種子町（町長・小園裕康）は、5月15日に観光まちづく
りを通じた町民生活の向上、教育・研究の推進、及び
地域社会の発展と人材育成を推進することを目的とし
て、相互連携及び協力に関する基本協定を締結した。
期間は令和8年5月15日～令和13年3月31日。
◆連携・協力事項▷地域の活性化に関する事項▷地
域社会や地域の歴史・文化の振興、発展に関する事
項▷地域経済、地域産業の振興、発展に関する事項 
▷資源管理や環境への取組に関する事項▷人材育成
に関する事項▷その他、知見等や知的財産等を活か
し、連携及び協力することができる事項

南種子町との相互連携および
協力に関する協定の締結

　公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団の横浜都市
発展記念館で企画展「戦争の記憶―横浜と軍隊の
120年」が1月24日から4月12日まで開催された。同
展は黒船来航からベトナム戦争終結までの間に横浜
に刻まれた戦争の記憶を、後世に伝えることを目的に
同財団が主催し、学校法人国学院大学などが後援し
た。本学研究開発推進機構所蔵の写真資料も展示さ
れ、たまプラーザキャンパスのグラウンドが陸軍・溝の
口演習場の射撃訓練地だった当時の様子を伝えた。

学校法人国学院大学後援
横浜都市発展記念館企画展

「戦争の記憶―横浜と軍隊の120年」

　学校法人国学院大学参与
で、国学院大学名誉教授の
岡野弘彦氏が4月24日に逝
去。101歳。葬儀は家族葬
で執り行われた。
　岡野氏は大正13年生ま
れ。国学院大学予科在学中
に召集され、戦後復学。昭
和23年に本学大学部国文
学科を卒業した。本学講師、
助教授を経て、44年に教授となり、文学部長や折口博
士記念古代研究所所長などを歴任。平成3年に名誉
教授となった。7年から19年3月まで国学院大学栃木
短期大学学長も務めた。復学後、本学教授であった折
口信夫に師事し、「鳥船社」に参加。昭和48年に『滄
浪歌』（角川書店、1972年）で迢空賞を受賞。54年か
ら宮中歌会始の選者となり、58年より宮内庁御用掛と
して皇族方の和歌の相談役を務めた。平成25年に文
化功労者、令和3年に文化勲章を受章。歌集に、『冬
の家族』（角川書店、1967年）、『海のまほろば』（牧
羊社、1978年）、『天の鶴群』（不識書院、1987年）、

『バグダッド燃ゆ』（砂子屋書房、2006年）、著作には
第14回和辻哲郎文化賞受賞の『折口信夫伝　その思
想と学問』（中央公論社、2000年）などがある。

岡野弘彦名誉教授　逝去

文化勲章受章を祝う会での岡
野名誉教授（令和3年12月）
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学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、私
学
と
し

て
の
公
共
性
と
独
自
性
の
あ
る
教
育
研
究

体
制
を
確
立
す
る
た
め
、広
く
ご
寄
付
を

募
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
7
年
10
月
か
ら
8
年
3
月
ま
で
、左

表
の
通
り
、多
方
面
の
方
々
か
ら
ご
寄
付

を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、ご
芳
名
を
掲
載

し
、重
ね
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
法
人
に
対
す
る
ご
寄
付
は
、専
用
用
紙

に
よ
る
申
し
込
み
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
申
し

込
み
が
可
能
で
す
。
詳
細
は
７
面
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

（
総
務
部
総
務
課
）

「
指
定
寄
付
金
」ご
芳
名

令和７年度　指定寄付者一覧（敬称略）
寄付者 寄付目的 金額 収納日

松下　明良 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 10,000 令和7年10月15日

清水　理江子 学生・生徒等の奨学基金

5,000 令和7年10月22日
5,000 令和7年11月25日
5,000 令和7年12月22日
5,000 令和8年  2月24日
5,000 令和8年  3月24日

關橋　淳 学生・生徒等の活動支援（硬式野球部）

2,000 令和7年10月22日
2,000 令和7年11月25日
2,500 令和7年12月22日
2,500 令和8年  2月24日
2,500 令和8年  3月24日

田中　郁子 教育・研究振興支援

2,000 令和7年10月22日
2,000 令和7年11月25日
2,000 令和7年12月22日
2,000 令和8年  2月24日
2,000 令和8年  3月24日

西ノ宮株式会社代表取締役　堀越　隆弘 学生・生徒等の奨学基金 20,000 令和7年10月23日

株式会社トップコート代表取締役　植松　正 学生・生徒等の奨学基金 1,000,000 令和7年10月27日
学生・生徒等の奨学基金（久我山中学・高等学校） 500,000 令和7年10月27日

匿名 学生・生徒等の活動支援（久我山中学・高等学校）

5,000 令和7年11月25日
5,000 令和7年11月25日
5,000 令和7年11月25日
5,000 令和8年  1月16日
5,000 令和8年  2月10日
5,000 令和8年  3月26日

謝　施遥 教育・研究振興支援 1,000 令和7年11月25日
矢澤　敏司 学生・生徒等の奨学基金 10,000 令和7年11月26日
国学院大学北海道短期大学部家主連絡協議会会長　吉田　和幸 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 50,000 令和7年11月26日
小山　東夫 教育・研究振興支援 20,000 令和7年12月  2日
松浦　傳 学生・生徒等の奨学基金 50,000 令和7年12月  3日
小林　静子 学生・生徒等の活動支援 10,000 令和7年12月  3日
齋藤　美香 学生・生徒等の活動支援（ソフトテニス部） 10,000 令和7年12月  8日
匿名 学生・生徒等の奨学基金 20,000 令和7年12月11日
株式会社KOJIMASPORTS代表取締役　小島　光顕 施設・設備充実支援（相模原グラウンド営繕） 652,000 令和7年12月15日
木窓会（経済学部木村太郎ゼミナールOB・OG会） 学生・生徒等の奨学基金 50,000 令和7年12月18日
飯田　愛子 教育・研究振興支援 10,000 令和7年12月22日
高山　充 教育・研究振興支援 30,000 令和7年12月22日
田中　広紀 施設・設備充実支援 50,000 令和7年12月22日
体育連合会96期同期生一同 学生・生徒等の活動支援（体育連合会各部会） 18,129 令和7年12月22日
髙橋　一行 施設・設備充実支援（校地等拡充） 200,000 令和7年12月25日
匿名 学生・生徒等の活動支援 30,000 令和8年  1月10日
荒井　康一郎 学生・生徒等の活動支援（バスケットボール部） 5,000 令和8年  1月13日
日下部　香苗 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 10,000 令和8年  1月22日
伏見　真彦 学生・生徒等の活動支援（全學應援團） 50,000 令和8年  1月22日
横田　裕孝 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 10,000 令和8年  1月22日
鹿島建設株式会社安全環境部部長　加藤　昌二 教育・研究振興支援（神道文化学部） 100,000 令和8年  1月30日
神山　憲一 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 30,000 令和8年  2月  9日
近藤　あゆみ 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 50,000 令和8年  2月  9日
株式会社アルク代表取締役　實川　利光 学生・生徒等の奨学基金 60,000 令和8年  2月20日
舘岡　裕 施設・設備充実支援 10,000 令和8年  2月24日
日新石油株式会社代表取締役　鈴木　信人 学生・生徒等の活動支援（自動車部） 1,500,000 令和8年  2月27日
峯村　一幸 学生・生徒等の活動支援（陸上競技部） 10,000 令和8年  3月  9日
国学院大学院友神職会東京支部会長　清水　祥彦 施設・設備充実支援（博物館展示ケース修繕・購入） 3,953,400 令和8年  3月13日
東京都神社庁庁長　松山　文彦 施設・設備充実支援（神職養成の事務機器等購入費） 350,000 令和8年  3月18日
株式会社エデュース代表取締役社長　松本　雄一郎 学生・生徒等の奨学基金 1,400,000 令和8年  3月19日
国学院大学院友神職会会長　松山　文彦 教育・研究振興支援（研究開発推進機構

学術研究資金、神道文化学部活動支援資金） 9,500,000 令和8年  3月23日
勝村　渓太 学生・生徒等の活動支援（森木会） 60,000 令和8年  3月24日
大村　雅紀 施設・設備充実支援 10,000 令和8年  3月24日
株式会社小林自動車代表取締役社長　小林　裕一郎 学生・生徒等の活動支援（柔道部） 1,000,000 令和8年  3月31日

令和7年10月1日～令和8年3月31日（単位：円）

学
問
ノ
道

　
私
の
研
究
分
野
は
、
日
本
経
済

史
・
日
本
経
営
史
で
す
。
具
体
的
に

は
、近
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
時

期
に
お
け
る
日
本
経
済
の
動
向
や

産
業
、
企
業
、
企
業
家
に
つ
い
て
、

実
証
的
に
研
究
を
積
み
上
げ
て
い

ま
す
。
研
究
対
象
は
、
鉄
道
史
、
電

力
業
史
、
織
物
業
史
、
財
閥ば

つ

史
、
企

業
家
史
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

日
本
の
近
代
化
に
産
業
・
企
業
・
企

業
家
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

た
の
か
に
つ
い
て
実
証
的
に
追
う

な
か
で
、自
然
と
広
が
っ
て
き
た
も

の
で
す
。

　
ス
タ
ー
ト
は
鉄
道
史
研
究
か
ら

で
す
。
研
究
の
原
点
は
、
高
校
時
代

に
通
学
で
利
用
し
た
鉄
道
が
、実
は

明
治
期
に
は
日
本
の
産
業
化
を
輸

送
面
で
支
え
た
重
要
な
産
業
鉄
道

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の

新
1
万
円
札
の
肖
像
で
あ
る
渋
沢

栄
一
も
主
要
な
研
究
対
象
の
一
つ

で
す
。
当
初
研
究
を
し
て
い
た
鉄
道

会
社
の
発
起
時
の
大
株
主
に
渋
沢

の
名
前
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、詳
し

く
調
べ
た
と
こ
ろ
そ
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
紐
解
く
こ
と
と
な
り
、

さ
ら
に
、渋
沢
が
関
わ
っ
た
膨
大
な

産
業
や
企
業
群
へ
と
関
心
が
一
気

に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
渋
沢

栄
一
研
究
の
き
っ
か
け
と
な
り
、現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
部
生
の
と
き
に
は
経
済

政
策
や
公
共
経
済
学
を
中
心
に
学

び
、そ
の
後
経
済
史
を
専
攻
し
た
と

い
う
経
緯
も
あ
り
、経
済
史
研
究
者

で
は
あ
り
ま
す
が
経
済
学
や
経
営
学

と
い
っ
た
、「
今
」を
扱
う
研
究
分
野

に
も
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
経
済
史
・
経
営
史
を
学
ぶ
面
白
さ

は
様
々
に
あ
り
ま
す
が
、単
に
過
去

を
知
る
だ
け
で
な
く
、現
在
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
類
似
点
や
相
違
点
を

探
り
、歴
史
か
ら
教
訓
を
得
て
次
代

へ
の
指
針
を
得
ら
れ
る
点
は
大
き

な
醍
醐
味
で
す
。
よ
く
「
歴
史
は
繰

り
返
す
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
研
究

を
通
じ
て
そ
う
し
た
場
面
に
遭
遇

す
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
経
済
史
研
究
と
現
代
社
会
の
接

点
は
、一
見
薄
い
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
の
よ
う

な
経
済
史
研
究
者
が
企
業
や
団
体

で
講
演
・
研
修
を
行
う
機
会
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
渋
沢
栄
一
の
事
業

理
念
で
あ
る
「
道
徳
経
済
合
一
説
」

は
、道
徳（
倫
理
）と
経
済（
利
益
）の

両
立
を
目
指
す
考
え
方
で
す
が
、こ

れ
は
現
代
の
C
S
R
や
S
D
G
s

の
動
き
と
本
質
的
に
通
じ
合
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
渋
沢
の
理

念
を
現
代
の
事
業
を
推
進
す
る
た

め
の
指
針
と
し
て
学
び
直
す
意
義

が
あ
る
の
で
す
。

　
歴
史
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見

が
、結
果
と
し
て
企
業
経
営
や
経
済

社
会
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
。「
自

身
の
研
究
が
誰
か
の
役
に
立
っ
て

い
る
」と
い
う
実
感
を
得
ら
れ
る
こ

と
は
、研
究
者
と
し
て
こ
の
上
な
い

喜
び
で
す
。

経済の歴史を知り、今そして未来に活かす

経
済
学
部
60
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

すぎやま・りえ
博士（経済学）。専門は日
本経済史・経営史。平成
28年より本学准教授、30
年より現職。主な著書に、
『戦前期日本の地方企業』
（日本経済評論社、2013
年）、『渋沢栄一がめざし
た「地域」の持続的成長』
（共著、ミネルヴァ書房、
2023年）などがある。

経
済
学
部
教
授

杉
山
里
枝

経済学部は令和8年に60周年を迎えました。教員たちの教育・研究の歩みをお伝えします。
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地
域
に
学
び
、
地
域
の
個
性
を
伸
ば
す

地
域
に
学
び
、
地
域
の
個
性
を
伸
ば
す

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」

うめかわ・ともや
社会工学士（工学関係）。専門は観光地経営、観光
まちづくり、観光政策、観光計画。技術士（都市及
び地方計画）。旅行・観光分野のシンクタンク( 公
財 ) 日本交通公社で約40年にわたって日本各地
の観光地の活性化や観光計画の策定などに取り組
む。立教大学観光学部特任教授などを経て令和2
年より本学新学部設置準備室、観光まちづくり学
部が開設された4年より同学部教授。

　

本
学
部
で
は「
観
光
」を
一
過
性
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
で
は
な
く
、「
地
域
」を
軸
に

そ
の
未
来
を
構
想
す
る
営
み
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。「
観
光
」と「
ま
ち
づ
く
り
」

を
別
個
の
領
域
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、両

者
の
相
互
関
係
の
中
で
地
域
の
あ
り
方
を

問
い
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、歴
史
、文

化
、自
然
を
は
じ
め
、観
光
に
関
す
る
基
礎

的
な
知
識
の
ほ
か
、語
学
や
法
律
、金
融
、

デ
ザ
イ
ン
な
ど
幅
広
い
知
識
と
技
術
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
ば
し
ば
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
」と
い
わ
れ
る
が
、そ
の
前
提
と
な
る
の

は
、地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
基
盤
が
損

な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
状
態
を
保
て
る
と
い
う
こ
と
。

外
か
ら
の
来
訪
者
を
呼
び
込
む
こ
と
の
み

を
目
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、ま
ず「
住
ん

で
よ
い
」地
域
を
い
か
に
形
成
す
る
か
。
そ

の
過
程
の
中
で
こ
そ
、観
光
の
意
味
や
地
域

の
価
値
も
再
定
義
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
学
部
が
目
指
す
の
は
、そ
の
よ
う
な
視
座

か
ら
地
域
の
未
来
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き

る
人
材
の
育
成
で
あ
る
。

　

本
学
部
で
は
、「
地
域
を
見
つ
め
、地
域

を
動
か
す
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、①
地
域
の
個

性
を
み
つ
け
、み
が
く
②
地
域
の
多
様
な
つ

な
が
り
を
つ
く
り
、生
か
す
③
地
域
の
暮
ら

し
を
支
え
、豊
か
に
す
る
④
地
域
の
未
来
を

つ
く
る
人
材
と
仕
組
み
を
育
て
る
―
、を
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
4
つ
の
柱
と
し
て
設
定

し
て
い
る
。
学
生
が
地
域
に
入
り
、住
民
の

方
々
の
声
を
交
え
て
議
論
し
、真し
ん

摯し

に
聞

き
、共
に
汗
を
か
き
な
が
ら
構
想
を
形
に
し

て
い
く
実
地
学
習
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
お
り
、こ
れ
は
教
室
で
の
知
識
の
習
得
に

と
ど
ま
ら
ず
、地
域
社
会
そ
の
も
の
を
学
び

の
現
場
と
す
る
こ
と
で「
観
光
ま
ち
づ
く

り
」を
理
論
と
実
践
の
両
方
か
ら
学
び
捉
え

る
こ
と
を
意
図
と
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、2
年
次
に
履
修
す
る「
観
光
ま

ち
づ
く
り
演
習
Ⅱ
」で
は
神
奈
川
県
鎌
倉
市

を
対
象
に
、学
生
が
少
人
数
の
チ
ー
ム
で
地

域
分
析
を
行
う
。
地
域
の
歴
史
や
景
観
な

ど
を
学
ん
だ
う
え
で
、そ
の
特
性
を
踏
ま
え

て
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
。
海
に
近
い
立
地

条
件
か
ら
津
波
災
害
を
取
り
上
げ
る
班
も

あ
れ
ば
、地
元
銘
菓
に
着
目
す
る
班
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
察
す
る
班

も
あ
る
。
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ

い
て
、場
合
に
よ
っ
て
は
地
元
住
民
へ
の
聞

き
取
り
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、分
析
を
重
ね

た
う
え
で
地
域
課
題
の
構
造
を
1
枚
の
ポ

ス
タ
ー
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
。

　

続
く
3
年
次
の「
演
習
Ⅲ
」に
な
る
と
、

東
京
都
の
谷
中
・
神
田
、
神
奈
川
県
の
横

浜
・
湯
河
原
・
相
模
原
の
5
地
域
を
舞
台

に
、よ
り
具
体
的
な
構
想
提
案
に
取
り
組

む
。
大
都
市
も
あ
れ
ば
、温
泉
地
や
中
山
間

地
域
も
あ
る
。
学
生
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
出
掛
け
て
、そ
の
土
地
で
暮
ら
す

人
々
の
営
み
な
ど
を
通
し
て
地
域
理
解
を

深
め
て
い
く
。
人
と
交
わ
り
な
が
ら
進
め

る
の
が「
ま
ち
づ
く
り
」。
地
域
住
民
も
、学

生
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
先
生
に
な
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
」に
は
数
学
の
よ
う
に
正
解

が
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
私
た
ち
教

員
も
ま
た
、学
生
と
共
に
学
ぶ
こ
と
に
な

る
。

　

地
域
分
析
を
行
う
際
、学
生
に
は
い
つ
も

「
地
域
の
宝
や
資
源
を
大
切
に
」と
話
し
て

い
る
。
課
題
解
決
の
た
め
、つ
い
問
題
に
視

点
が
行
き
が
ち
だ
が
、そ
れ
だ
け
で
は
将
来

像
は
描
け
な
い
。
私
た
ち
が
す
る
こ
と
は

地
域
の
魅
力
や
個
性
を
見
い
だ
し
、そ
こ
か

ら
可
能
性
を
構
想
す
る
こ
と
。
本
学
部
が

目
指
す
の
は「
課
題
解
決
型
」と
い
う
よ
り

も
、地
域
の
価
値
を
創
出
し
て
い
く
営
み
と

し
て
の「
個
性
創
造
型
」の
学
問
で
あ
る
。

　

私
の
ゼ
ミ
の
1
期
生
の
卒
業
研
究
は
、温

泉
ま
ん
じ
ゅ
う
や
旅
館
の
女お

か
み将

、共
同
湯
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、花
火
大
会
、ス
リ
ー
プ

ツ
ー
リ
ズ
ム
、さ
ら
に
は「
城
泊
」な
ど
実

に
個
性
的
な
テ
ー
マ
が
並
ん
だ
。「
城
泊
」

は
、ス
ペ
イ
ン
の
古
城
な
ど
を
改
装
し
た

「
パ
ラ
ド
ー
ル
」と
い
う
国
営
ホ
テ
ル
に
似

た
観
光
形
態
を
参
考
に
、歴
史
的
建
造
物

考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、経
営
的
な
視
点
か

ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
司
令
塔
と
な
る
役

割
を
果
た
す
組
織
・
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
）。
本
学
部
の
卒
業
生
が
こ
う
し

た
組
織
に
参
画
し
、各
地
で
実
践
を
重
ね
れ

ば
、全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
縦
横
の
連
携
を

生
か
し
、日
本
の
地
域
社
会
を
よ
り
良
く
し

て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
夢
も
抱
い
て
い
る
。

　

本
学
は
明
治
15（
1
8
8
2
）年
に
創
設

さ
れ
た
皇
典
講
究
所
を
母
体
と
し
て
お
り
、

大
正
9（
1
9
2
0
）年
に
わ
が
国
で
初
め

て
認
可
さ
れ
た
私
立
大
学
の
一
つ
で
、神

道
文
化
学
部
を
擁
し
、神
職
と
し
て
地
域

に
根
ざ
し
て
活
動
す
る
卒
業
生
や
修
了
生

も
多
い
。
神
社
は
集
落
ご
と
に
あ
り
、古
く

か
ら
多
く
の
人
が
集
う
お
祭
り
な
ど
地
域

社
会
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
歴
史

を
踏
ま
え
れ
ば
、地
域
文
化
と
観
光
は
、神

社
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、親
和
性
が
と
て
も
高
い
と
感
じ
て
い

る
。
本
学
に「
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
」と

い
う
新
し
い
学
問
分
野
が
生
ま
れ
た
の
も

一
定
の
歴
史
的
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
思
う
。
今
後
は
神
道
文
化
学
部
を
は

じ
め
他
学
部
と
も
連
携
し
な
が
ら
地
域
課

題
に
協
働
し
て
取
り
組
む
体
制
を
構
築
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

設
け
ら
れ
て
お
り
、そ
の
資
格
を
生
か
し

て
、鹿
児
島
県
南
種
子
町
で
学
芸
員
と
な
っ

た
卒
業
生
も
い
る
。
地
域
文
化
の
保
存
と

発
信
に
携
わ
る
こ
う
し
た
進
路
も
、「
観
光

ま
ち
づ
く
り
」の
実
践
の
一
形
態
と
い
え

る
。

　

地
域
に
は
地
域
活
性
化
を
担
う
潜
在
力

を
備
え
た
企
業
や
団
体
が
多
く
存
在
し
て

い
る
。
今
後
は
教
員
陣
が
有
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、地
域
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

　

卒
業
生
の
進
路
は
、ホ
テ
ル
業
や
旅
行

業
、鉄
道
系
と
い
っ
た
観
光
関
連
分
野
の
み

な
ら
ず
、一
般
企
業
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
向
は
、多
く
の
企
業
が
観
光
に

限
ら
ず
地
域
と
の
関
係
性
を
重
視
す
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
本
学

部
で
培
わ
れ
る
力
は
、特
定
の
業
界
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
将
来
的
に
地
域

と
つ
な
が
る
業
務
に
携
わ
る
可
能
性
は
、多

様
な
分
野
に
お
い
て
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

本
学
部
に
は
学
芸
員
資
格
取
得
課
程
も

の
保
存
と
観
光
収
益
の
両
立
を
検
討
す
る

研
究
で
あ
る
。
観
光
は
理
念
や
補
助
金
の

み
で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、そ
れ
を
担
う
組
織
が
存

在
し
、持
続
可
能
な
財
源
が
確
保
さ
れ
て
こ

そ
、地
域
は
自
立
的
に
歩
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
う
し
た「
ビ
ジ
ョ
ン
・
組
織
・

財
源
」の
三
位
一
体
を
、私
た
ち
は
教
育
と

研
究
の
中
で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

「
個
性
創
造
型
」の

　
　

人
材
を
育
て
る

Faculty of Tourism and Community Development

地
域
に
学
び
、
地
域
の
個
性
を
伸
ば
す

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」

必
然
だ
っ
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
の
誕
生

神
社
と
地
域
づ
く
り
の
親
和
性

聞聞くく
学部長学部長にに

新新任任

観光まちづくり学部観光まちづくり学部
学部長・梅川智也学部長・梅川智也

「地域を見つめ　地域を動かす」をキーワードに文系・理系の垣根を越え、
地域を支える学問を理論と実践の両面から学ぶ

観光まちづくり学部

卒業研究
演習科目

導入期
基本的な学習法、地域の
見方や調査法を知る

基礎期
地域の特性や課題を
把握・分析する

発展期
地域の構想・
提案を作る

22年次

3年次

1年次

観光まちづくり演習Ⅲ
演習科目

具体的な地域を対象としてグループで地域の課題
解決につながる観光まちづくりの構想・提案を立案

最終発表会（３年次）現地発表会（相模原スタジオ）（３年次）

観光まちづくり演習Ⅱ
演習科目

「観光まちづくり演習Ⅰ」で修得した調査手
法を活用し、具体的な地域を対象とした総
合的な分析を通じて対象地域の特性と課
題を実践的に把握

フィールドワーク（２年次後期）

学修の集大成として
の卒業研究

1年次

2年次

3・4年次

ポスター発表（2年次前期）

観光まちづくり演習I
演習科目

地域の空間的、環境的な側面に焦点を当
て、地域の資源や特性・課題を客観的に
把握するための調査手法を学修

卒業後の主な進路
•運輸
•国家公務員・地方公務員
•観光業
•情報・調査

4年間の学びを通して
身に付く力を生かして、
さまざまな領域で活躍

•令和8年　卒業生組織　「院友観まち会」発足

幅広く総合的な学びと、
志を同じくする教員や同窓生との
活発なコミュニケーションを通して
活躍の場を広げる

•社会学概論
•まちづくりと観光•社会調査法入門

•地域資源論
•公共政策概論
•観光学概論

等

履修科目

導入ゼミナール

演習科目

基礎ゼミナールA

•都市とメディア

　の社会学
•都市建築史

•地方自治概論

•観光政策・計画論

•パブリックデザイン

  （地域と公共空間）

履修科目

基礎ゼミナール B
演習科目 等

•コミュニティ論
•世界遺産論
•まちづくり論

•アートと地域振興•観光地経営論
•世界の観光政策

履修科目

専門ゼミナール

演習科目
等

4年次
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GO GLOBAL WEEKを開催

　コレヒオ・ウィリアムス・メキシコ高校（メキシコ）の
生徒と教職員20人が、4月7日に渋谷キャンパスを訪
問した。
　同校は国際バカロレア教育を導入しており、今回の
日本訪問はそのプログラムの一環として実施された。
　一行はまず企画課の職員から本学の歴史や学部学
科の概要について説明を受け、参加者は日本の大学
教育への理解を深めた。その後、入学課の職員によ
る案内で校内を見学し、博物館で学芸員から解説をう
けながら展示も鑑賞した＝写真。
　本学では、令和５年から文部科学省の日本留学促進
事業を受託する筑波大学の「日本留学促進プロジェク
ト（南米地域）」に参加し、南米地域での学生募集活
動を展開している。今回の訪問はその活動の一環であ
り、今後は国際交流のさらなる発展が期待される。

メキシコの高校生が本学を訪問
国際交流と教育理解を深める

　在学生の保証人（父母ら）で組織される若木育成
会は4月18日、渋谷キャンパスで本部役員会を開催し
た。令和7年度の事業報告および決算、令和8年度の
事業計画や予算、会長・副会長候補者の選出などが
審議・承認された。
　会議後は、有栖川宮記念ホールで懇親会が開かれ
た。若木育成会三役や各学年幹事らと、学内幹事が
積極的に情報交換や交流を行った。
　育成会では、5月下旬から7月下旬にかけて、全国
56の支部で「支部の集い」を開催する。本学の教職
員が大学の現状報告や、学修状況に関する個別面談
を実施する予定。開催日程は左表の通り。

若木育成会 本部役員会を開催

　海外留学を希望する在学生へ向けた説明会や個別
相談を行う「GO GLOBAL WEEK ～留学を考え
る1週間～」が4月13日から17日にかけて渋谷キャン
パスで開催された。
　15日には、国際交流課の職員による留学について
の説明会が実施され、留学の全体概要や、留学に行
くために必要な条件、留学先での生活などについて詳
細な説明が行われた＝写真。
　期間中は、JSAF（日本スタディ・アブロード・ファン
デーション）による説明会や個別相談会も実施されたほ
か、交換留学生たちがそれぞれの母語を教えるミニ言
語セッションも開催され、多くの学生が参加した。

神道六部会による稽古始奉告祭が斎行
　神道六部会によ
る 稽 古 始 奉 告 祭
が、4月25日に渋
谷キャンパス祭式
教室で執り行われ
た。神道六部会と
は青葉雅楽会（雅
楽）、みすゞ 会（神楽舞）、瑞

みづ
玉
たま

會
かい
（祭式）、萠

もえ
黃
ぎ

會
かい
（衣紋

着装）、禮
れい

法
ほう

研
けん

究
きゅう

會
かい
（礼法）、若木睦

むつみ
（神輿）の、6つの

神道系サークルからなり、それぞれ日々修練を重ねて、
学内外のお祭りの奉仕等の活動にいそしんでいる。本
学の恒例行事となっている観月祭も神道六部会に所属
する学生たちが中心となり、斎行している。
　年度の開始に当たっての稽古始奉告祭には多くの
新入生が参加。設

しつら
えの準備から着装まで、すべてが先

輩たちの手によるお祭りに、新入生たちは姿勢を正し
て先輩たちの所作に見入っていた。

て
お
り
、第
３
弾
、第
４
弾
は
教
育
開
発
推

進
機
構
の
内
村
慶
士
助
教
が
講
師
を
務
め

た
。

　

第
３
弾
は「
大
学
生
の
う
ち
に
身
に
つ

け
た
い
！ 

N
o
t
i
o
n
で
は
じ
め
る

デ
ー
タ
・
タ
ス
ク
管
理
」を
テ
ー
マ
に
、デ

ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
ア
プ
リ

「
N
o
t
i
o
n
」の
基
礎
知
識
を

説
明
す
る「
つ
か
い
方
編
」と
し

て
動
画
配
信
形
式
で
行
わ
れ
た
。

　

第
4
弾
は
、
第
３
弾
に
続
く

「
つ
く
り
方
編
」と
し
て
、4
月
22

日
と
27
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、５
月
12
日
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
22

日
は
内
村
助
教
が
、大
学
生
活
で

「
N
o
t
i
o
n
」を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
に
つ
い
て
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
。
参
加
し
た
学
生
た

ち
は
実
際
に
ア
プ
リ
を
操
作
し
、

サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
て
実

習
形
式
で
活
用
方
法
を
学
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
に
操
作

し
て
み
て
、テ
ン
プ
レ
ー
ト
機
能

を
活
用
す
る
こ
と
で
情
報
の
整

理
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
今
後
積
極
的
に
活
用

し
た
い
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

た
。

　

令
和
8
年
度
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ

ル
ズ
講
座
の
第
３
弾
と
第
4
弾
が
4
月
22

日
か
ら
５
月
12
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
講
座
は
、リ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
大
学
で
の
学
修
に
対
す
る
不

安
解
消
の
た
め
に
年
に
複
数
回
開
催
さ
れ

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・ス
キ
ル
ズ
講
座　

学
修
を
サ
ポ
ー
ト

　

初
め
に
星

野
靖
二
・
国

際
交
流
推
進

委
員（
研
究

開
発
推
進
機

構
教
授
）が「
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、交
流
を
深

め
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
経
験
し
た
り

す
る
こ
と
も
大
切
。
日
本
で
の
滞
在
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、今
年
か
ら
留
学
期
間
を
開
始
す

る
学
部
交
換
留
学
生
、大
学
院
交
換
留
学
生
、

Kｰ

S
T
E
P
交
換
留
学
生
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

日
本
語
で
あ
い
さ
つ
を
し
、自
分
の
出
身
地

や
趣
味
に
つ
い
て
話
す
と
、参
加
し
た
学
生

た
ち
か
ら
歓
声
と
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
は「I know

 a person w
ho

…（
私
は
こ
ん
な
人
を
見
つ
け
ま
し
た
）」と

題
し
、自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
配
布
さ
れ
た

用
紙
に
書
か
れ
た
趣
味
や
特
技
な
ど
の
項

目
に
あ
て
は
ま
る
人
を
探
し
て
い
く
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
た
。「
韓
国
料
理
の
名
前
を
３

つ
知
っ
て
い
る
人
」「
小
籠
包
が
好
き
な
人
」

な
ど
留
学
生
の
出
身
地
に
関
係
す
る
項
目

も
あ
り
、お
互
い
に
質
問
を
交
わ
し
な
が
ら

交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

今
後
は
、隔
週
金
曜
日
に
国
際
交
流
イ
ベ

ン
ト「International C

offee H
our

」

が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

　
国
学
院
大
学
で
学
ぶ
留
学
生
と
日
本
人
学

生
ら
の
学
内
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト「
国
際
交

流
歓
迎
会（W

elcom
e Party

）」が
留
学

生
の
歓
迎
会
と
し
て
４
月
24
日
に
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
４
月
か
ら
留
学
期

間
を
開
始
し
た
留
学
生
16
人
と
、留
学
生
と

の
国
際
交
流
促
進
や
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
担

う
Ｋ‒

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
は
じ
め

と
し
た
本
学
学
生
、教
職
員
、留
学
生
を
支

援
す
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど

約
１
５
０
人
が
交
流
を
深
め
た
。

国
際
交
流
歓
迎
会

交
換
留
学
生
ら
と

本
学
学
生
が
交
流

支部名 開催日 会場
北海道道北 6/6(土) 旭川トーヨーホテル
北海道道東 7/25(土) 十勝ガーデンズホテル
北海道道央 5/30(土) 北海道神宮頓宮
北海道道南 6/7(日) 花びしホテル

青森県 6/6(土) ウェディングプラザ アラスカ
岩手県 6/27(土) マリオス 盛岡地域交流センター
宮城県 7/4(土) 仙台ガーデンパレス
秋田県 6/28(日) パーティーギャラリーイヤタカ
山形県 7/5(日) ホテルメトロポリタン山形
福島県 7/18(土) 郡山ビューホテルアネックス
茨城県 6/28(日) L’AUBE Kasumigaura
栃木県 6/21(日) サンプラザ
群馬県 7/19(日) ホテルメトロポリタン高崎
埼玉県 5/24(日) 国学院大学　渋谷キャンパス
千葉県 6/7(日) 国学院大学　渋谷キャンパス

東京都第一 5/31(日) 国学院大学　渋谷キャンパス
東京都第二 5/31(日) 国学院大学　渋谷キャンパス
東京都第三 6/21(日) 国学院大学　渋谷キャンパス
東京都第四 6/21(日) 国学院大学　渋谷キャンパス
神奈川県 7/5(日) 国学院大学　渋谷キャンパス
新潟県 6/27(土) アートホテル新潟駅前
富山県 7/18(土) ANAクラウンプラザホテル富山
石川県 7/19(日) ホテル金沢
福井県 7/12(日) 福井フェニックスホテル
山梨県 6/27(土) シャトレーゼホテル談露館

長野県東北信 7/18(土) シャトレーゼホテル長野
長野県中南信 6/28(日) 中信会館ベルヴィホール

岐阜県 7/11(土) TKPガーデンシティPREMIUM名古屋駅前

支部名 開催日 会場
愛知県 7/11(土) TKPガーデンシティPREMIUM名古屋駅前

静岡県東部 6/13(土) 三島商工会議所
静岡県中部  6/14(日) ホテルグランヒルズ静岡
静岡県西部 6/20(土) ホテルクラウンパレス浜松

三重県 7/12(日) ホテルグリーンパーク津
滋賀県 7/11(土) 都ホテル京都八条
京都府 7/11(土) 都ホテル京都八条
大阪府 6/13(土) あべのハルカス
奈良県 6/13(土) あべのハルカス
兵庫県 7/4(土) 生田神社会館

和歌山県 6/14(日) ホテルグランヴィア和歌山
鳥取県 7/25(土) ホテルセントパレス倉吉
島根県 7/26(日) ART PARK HOTEL
岡山県 7/12(日) ピュアリティまきび
広島県 7/11(土) 広島ガーデンパレス
山口県 6/13(土) かめ福オンプレイス
徳島県 7/25(土) ホテルグランドパレス徳島
香川県 7/5(日) リーガホテルゼスト高松
愛媛県 5/31(日) ホテルマイステイズ松山
高知県 7/26(日) 高知サンライズホテル
福岡県 6/14(日) ホテルクリオコート博多
佐賀県 6/7(日) ホテルグランデはがくれ
長崎県 6/6(土) 長崎マリオットホテル
熊本県 5/30(土) KKRホテル熊本
大分県 7/26(日) レンブラントホテル大分
宮崎県 7/11(土) ホテルメリージュ

鹿児島県 5/31(日) ホテル・レクストン鹿児島
沖縄県 6/13(土) パシフィックホテル沖縄

若 木 育 成 会「 支 部 の 集 い 」開 催 日 程 一 覧
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内 令和8年4月22日に岩手県大槌町で発生した林野火
災に伴う災害で、災害救助法が適用された地域に主た
る家計支持者が居住し、家計の急変で今後の学業生活
に支障をきたすおそれのある学生は、保証人（父母等）
と相談のうえ下記の大学各窓口までご相談ください。
適用対象地域は本学HPや内閣府防災HPでご確認く
ださい。

問▶学生生活課(渋谷　☎03・5466・0145、
　　　　　　　  たまプラーザ　☎045・904・7714）
　▶大学院事務課(☎03・5466・0142）

内国学院大学では、学生および院友（本学卒業生）の利便
性向上を目的として、令和7年9月1日から、これまで
学内でのみ発行可能であった申請書類や証明書の一部
についてオンライン申請やコンビニ発行が可能となる
証明書発行システムへ移行いたしました。これに伴い、
令和8年4月1日から証明書発行にかかる料金を改定
いたしました。利用者の皆さまにはご負担をお掛けい
たしますが、何とぞご理解のほどよろし
くお願いいたします。改定料金の詳細に
ついては、大学HP（二次元コード）をご確
認ください。

問▶教務課（渋谷　☎03・5466・0137、　
　　　　　  たまプラーザ　☎045・904・7721）
　▶学生生活課（渋谷　☎03・5466・0145、
　　　　　　　 たまプラーザ　☎045・904・7714）
　▶大学院事務課（☎03・5466・0142）

内学校法人国学院大学では、私学としての公共性と独自
性のある教育研究体制を確立するため、広くご寄付を
募っています。寄付の種類は「学生・生徒等の奨学基
金」「学生・生徒等の活動支援」「教育・研究振興支援」

「施設・設備充実支援」の四つに加え、学生の課外活動
（スポーツ強化部会など）を支援するための「課外活動
支援」や「メッセージ募金」を設けています。「メッセー
ジ募金」は、スポーツなどの課外活動に熱心に取り組
む学生に向けて、HP上からメッセージを直接投稿し
てもらう仕組みです。ワンコイン（500円）から寄付

が可能で、メッセージはそのまま専用HPで公開され
ます（匿名可）。

申 専用用紙またはインターネットでのクレジットカー
ド決済が可能です。

問総務課（☎03・5466・0111）
※本法人への指定寄付金は税制上の優遇措置を受ける

ことができます。寄付に関する情報は専用HP（https
　//kifu.kokugakuin.ac.jp）で閲覧できます。

内 各地で開催される進学相談会に参加を予定していま
す。入学試験制度や本学の学びに関する最新情報を
もとに、進学に関する疑問や質問に直接お答えしま
す。本学への進学をお考えの受験生、保護者の方はぜ
ひご来場ください。進学相談会の最新情
報は本学HP（二次元コード）からご確認
ください。

日・時・場下表参照
問入学課（☎03・5466・0141）

内 本講座では、日本国内に息づく「弔い」の文化につい
て、地域ごとの特色を意識しながら、その多様性に目
を向けていきます。お墓や仏壇など、私たちは目には
見えない〈死者〉をさまざまな媒介物によって表現し、
可視化することで、そこに生と死の境界を超えたコ
ミュニケーションを成立させてきました。今回は東
日本に焦点を当て、各地域で営まれてきた弔いの諸相
について、当該地域や文化を研究してきた講師にお話
しいただきます。

日 6月12日（金）～2027年1月4日（月）
料 11,000円（全5回）
申令和8年6月5日（金）締め切り。専用HP
（二次元コード）から申し込み。
問 エ ク ス テ ン シ ョ ン セ ン タ ー（☎03・
5466・0270、
　 jigyou@kokugakuin.ac.jp）

大学からのお知らせ

インフォダイジェスト 内内容 日日にち 時時間 場場所 対対象 定定員 料料金 申申し込み 問問い合わせ

…在学生 …保証人 …卒業生 …一般 …受験生

イベント

「指定寄付金」ご協力のお願い

本学が参加予定の進学相談会
（5月下旬～6月）

令和8年度　オンライン公開講座
「日本の弔い−東日本編−」

令和8年度　進学相談会参加予定一覧（〜6月）

近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けします。
感想や新富名誉教授への質問、講演依頼などございましたら広報課までお寄せください。

　
「
大
き
く
打
て
ば
大
き
く
響

く
、小
さ
く
打
て
ば
小
さ
く
響

く
」

　

こ
れ
は
、坂
本
龍
馬
が
西
郷

隆
盛
と
初
め
て
対
面
し
た
と

き
、
西
郷
を
評
し
て
語
っ
た
言

葉
で
す
。
西
郷
隆
盛
は
、自
分

の
打
ち
方
に
よ
っ
て
、
相
手
に

そ
れ
相
応
の
反
応
を
し
た
英
傑

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で

す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
大

き
く
打
つ
か
、そ
れ
と
も
小
さ

く
打
つ
か
な
ど
、
打
ち
手
自
身

の
主
体
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
新
入
生
の
皆
さ

ん
に
は
、ど
ん
ど
ん
先
生
方
の

「
知
の
扉
」
を
た
た
い
て
も
ら

い
た
い
と
願
い
ま
す
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
、新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
て
二
か
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
人

生
観
、
社
会
観
を
含
め
、そ
も

そ
も
な
ぜ
学
ぶ
の
か
、
何
を
学

ぼ
う
と
し
て
い
る
の
か
、否
、何

を
学
ぼ
う
と
し
て
入
学
し
た
の

か
な
ど
、苦
悶
が
始
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

か
つ
て
「
五
月
病
」と
い
う
言

葉
が
流
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

実
は
、五
月
は
、
何
に
対
し
て

も
や
る
気
が
起
き
な
い
、や
る

気
が
出
な
い
無
気
力
状
態
や
、

さ
ら
に
は
通
学
へ
の
拒
否
反
応

が
出
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
す
。

　

そ
の
原
因
は
、二
つ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。

　
一
つ
は
、「
習
う
」
と
い
う
知

識
の
習
得
を
目
指
す
高
校
ま
で

の
受
動
的
な
「
学
習
」
と
、「
修

め
る
」
と
い
う
知
識
・
技
能
を

自
ら
身
に
つ
け
る
主
体
的
な

学
び
が
求
め
ら
れ
る
大
学
で
の

「
学
修
」の
違
い
に
依
る
、「
学

び
」の
環
境
の
変
化
に
適
応
で

き
な
い「
適
応
障
害
」。

　

も
う
一つ
は
、第
一
志
望
校
入

学
を
目
指
し
た
学
び
か
ら
解
放

さ
れ
た
結
果
の
、い
わ
ゆ
る
「
燃

え
尽
き
症
候
群
」。

　

今
日
、こ
う
し
た
「
五
月
病
」

の
対
処
法
と
し
て
、
A
Ｉ
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
だ
が
、そ
れ
に
比

し
て
優
れ
て
い
る
の
は
、本
学
の

先
生
方
の「
知
の
扉
」で
す
。
先

生
方
の
「
知
の
扉
」
を
直
接
か
つ

積
極
的
に
た
た
く
こ
と
で
す
。

　

先
生
方
は
、大
き
く
打
て
ば

大
き
く
返
し
、小
さ
く
打
て
ば

小
さ
く
返
し
て
く
れ
ま
す
。

　

國
學
院
大
學
神
殿
前
に
設

置
さ
れ
て
い
る
、
学
業
の
中
断

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
学
徒
出

陣
で
亡
く
な
っ
た
本
学
学
生

四
百
三
十
七
人
を
慰
霊
す
る

「
学
徒
慰
霊
之
碑
」
に
は
、
後

輩
た
る
学
生
さ
ん
に
向
け
て
、

以
下
の
激
励
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
学
び
舎
に
い
そ
み
し

人
々
に
し
て
昭
和
の
戦
ひ
の
場

に
い
で
ゆ
き
て
帰
ら
ざ
り
し
あ

ま
た
の
若
き
御
霊
を
こ
こ
に
鎮し

ず

め
斎と
と
の

ひ
ま
つ
る

　

い
ま
は
み
心
も
な
ご
み
い
ま

し
て
静
か
な
る
世
の
後
輩
の
す

が
し
き
学
び
の
さ
ま
を
み
眼
も

さ
や
か
に
見
ま
も
り
た
ま
え
」

　

こ
の
碑
の
横
に
は
、
戦
没
学

徒
を
詠
ん
だ
國
學
院
大
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しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。人間
開発学部初代学部長、専門は教育社
会学、人間発達学。新しい時代の子
育て論には定評。

名誉教授　新富 康央

第31回

おもい

ごころ
のこ
やお

都道府県 都市 会場名 開催日 時間
東京 水道橋 東京ドームシティ 5月22日(金) 13:00～18:00

神奈川 横浜 横浜新都市ホール（横浜そごう） 5月23日(土) 11:30～18:00
静岡 浜松 アクトシティ浜松 5月23日(土) 14:00～17:30
新潟 新潟 朱鷺メッセ 5月24日(日) 11:00～16:00
長野 長野 ビッグハット 5月24日(日) 13:00～17:00
静岡 静岡 ツインメッセ静岡 5月24日(日) 11:00～16:00
東京 秋葉原 ベルサール秋葉原　※高校教員対象 5月26日(火) 13:00～18:00
埼玉 さいたま GMOアリーナさいたま 5月30日(土) 12:00～16:00
群馬 高崎 ビエント高崎 5月31日(日) 11:00～16:00
茨城 水戸 水戸プラザホテル 6月　1日(月) 13:30～17:30
沖縄 那覇 沖縄県立武道館（予定） 6月　3日(水) 14:30～18:30
東京 池袋 サンシャインシティ 6月　6日(土) 11:00～17:30
長野 松本 やまびこドーム 6月11日(木) 14:50～18:00
静岡 浜松 アクトシティ浜松 6月13日(土) 13:00～17:00
愛知 名古屋 名古屋サンスカイルーム 6月13日(土) 10:00～17:00
千葉 幕張 幕張メッセ 6月14日(日) 11:00～16:00
山梨 甲府 アイメッセ山梨 6月14日(日) 11:00～16:00
広島 広島 広島国際会議場 6月14日(日) 10:00～17:00
埼玉 川越 ウェスタ川越 6月19日(金) 14:00～18:00
長野 長野 ターミナル会館 6月20日(土) 14:00～17:30
福岡 博多 TKP エルガーラホール 6月20日(土) 10:00～17:00
東京 池袋 サンシャインシティ 6月21日(日) 11:00～16:00
大阪 梅田 梅田センタービル 6月21日(日) 10:00～17:00

北海道 札幌 TKP 札幌駅カンファレンスセンター 6月28日(日) 　9:30～16:30
宮城 仙台 仙台国際センター 6月28日(日) 12:00～17:30

災害で被害に遭われた皆さまへ

証明書発行にかかる料金の改定について
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　トルコジュニア国際柔道大会（トルコ・イスタン
ブール）が5月2日、3日に開催され、国学院大学柔道部
から男子60kg級で吉村悠之介選手（健体2）、66kg級
で大柿将馬選手（法2）、81kg級で小畑永吉選手（健体
1）の3人が日本代表として出場し、吉村選手が優勝を
飾った。
　本大会男子部門には24カ国から302人が参加。吉
村選手は1回戦で地元トルコ代表選手に一本勝ちを決
めて流れに乗ると、2回戦、3回戦でも一本勝ちで準々
決勝へ進んだ。準々決勝では、ジョージア代表選手に
一本背負投げで優勢勝ちし、続く準決勝でも背負投げ
で一本勝ちを決めた。決勝戦では、ウズベキスタン代
表選手に袖釣り込み腰による一本勝ちで、見事優勝に
輝いた。

―吉村選手コメント―
　今回のトルコジュニア国際大会に日本代表として
出場し、強いプレッシャーの中で試合に臨みました。
優勝という結果を残すことができましたが、試合内容
には納得しておらず、自分自身の課題を多く見つける
ことができました。
　これからは国内大会でしっかりと結果を出しなが
ら、シニアの舞台でも国際大会に出場できるよう、ト
レーニングと練習に取り組んでいきます。

吉村選手 トルコジュニア国際柔道大会で優勝
柔道部

男子60kg級で優勝した吉村選手

　物心ついた時には野球に親しんでいたという大滝
さん。小学校入学と同時に軟式の少年野球チームに参
加。チームの中心選手で、勝っても負けても自分の責
任だと考える、負けず嫌いで泣き虫な少年だった。中
学生になって、県大会に向かってともに頑張る仲間の
存在や、新潟県選抜での経験を通じて、自分の視野の
狭さと周囲の技術力の高さを痛感し、チームプレーに
目覚めていった。甲子園を目指し、古豪の新潟明訓高
校へ進学。親元を離れての寮生活、初めての硬式野球、
体づくりを進めている同級生たち―、戸惑いや心細さ
を感じながらも練習に励み、1年生の秋から先発メン
バーに加わった。大滝さんを支えたのは、「自分にし
かできないことがあるはずだ」という信念。負けず嫌

いは、自分が自分であり続けるための努力に
変わった。3年生でゲームキャプテンになる
と、まずは自分の行動で示すことの大切さを
自覚。毎朝3時半に起床して4時から室内練
習場で練習に打ち込み、夜も門限の9時半ま
で居残り練習を続けた。夏の県大会はベス
ト8で終わったが、大会後、監督の推薦で新潟
県の優秀選手に選出され、努力の日々を監督
が見ていてくれたことに、報われた思いで達
成感を覚え、真剣勝負の野球はここで終えよ
うという気持ちになった。
　国学院大学入学時には気楽に野球をした
いと思っていたが、父親の勧めもあり、準硬
式野球部の体験会に参加。一気に夢中になっ
た。明訓高校出身とあって、先輩たちの期待
も大きい。意気揚々と入部したものの、1年
間で東都1部から3部まで降格した。野球を

やめることも考えたが、「自分がもっと頑張ってチーム
を変えよう」と立ち上がる。2年生で副キャプテンとな
り、「どんなゴロやフライでも全力疾走」をチームの
ルールとして試合に臨み、その結果、秋のリーグ戦では
2部優勝を果たした。全員で涙を流し喜びを分かち
合った瞬間、「野球の神様って本当にいるんだ」と胸が
いっぱいになったという。
　3年生ではキャプテンを務めたが、現実は甘くな
かった。春のリーグ戦で開幕3連敗し、自分の弱さ、力
不足を痛感して、部員を集めて頭を下げた。「みんな
の力を貸してほしい。なんでも言ってくれ、僕は絶対
に変わるから」と。仲間からは、「おまえ一人のチーム
じゃない。だけど、おまえだからついていっている」、

「去年まで楽しそうに野球をしていたのに、いまは楽
しそうに見えない」と言われた。その言葉で、野球を
楽しむという原点を思い出した。その日を境にチーム
は上向き、秋のリーグ戦では2部で優勝を争うまでに
なったという。
　その時期、第4回全日本大学準硬式野球連盟の東西
対抗日本一決定戦甲子園大会の東日本地区選抜に選
ばれ、主将を任された。2部の、しかも3年生が主将を
務めるのは史上初。北海道から東海までの大学で構成
される選抜チームをまとめるため、チームのルールを
決めた。「全力疾走、パッション、感謝をもって闘うこ
と」。尽力してくれた多くの関係者と企業、そして支
えてくれた家族への感謝の思いを伝えるためには、憧
れの甲子園で本気で楽しんでいる姿を見てもらうこ
とだという結論に行き着いた。4日間の大会期間中、
大滝さんは、全ての時間を楽しみ、盛り上げた。試合
には敗れ思うような活躍はできなかったが、大会MVP
に選ばれた。
　「準硬式野球からプロ野球に行く選手もいますし、
僕よりうまい選手はいくらでもいます。でも、技術よ
り大切なものを評価してもらえたのだと思います。そ
れは、まわりを巻き込んでいくこと、感謝の思い、いつ
も笑顔でいること。信じてやってきたことは誰にも負
けないと思っています」
　卒業後は、郷里の胎内市に戻り、地域を盛り上げる
仕事をしたいと語る。東京で生活した人間だからこそ
できることもあるはずだと、ここでも経験を生かそう
とする意欲がある。泣き虫だった少年は、野球によっ
て大きく成長し、多くの人たちの希望をつなぐ存在に
なっていく。

感謝と恩返しの思いを胸に、準硬式野球の
素晴らしさを全国の球児に伝えたい

　大滝快晴さん（法4＝取材当時は3年）は、野球とともに成長してきた。成績が安定しな
かった部をまとめ、3年生の時には全日本大学準硬式野球連盟の東日本地区選抜に選ばれ
ると主将として東西対抗日本一決定戦甲子園大会に出場し、大会最優秀選手（MVP）を獲
得した。大滝さんの成長の裏にある、汗と涙とパッションの日々について語ってもらった。

学生インタビュー




